
 

しまねの郷づくりカルテについて 

 

１ 概 要 

○ [H24] 公民館等の範囲を単位(地区)に、県内２２７地区における国勢調査を

基にした人口、世帯等に関するデータや、交通、買い物など暮らしの条件に関

するデータを分析・診断したカルテを作成 

○ [H25] インターネット上で見ることができるカルテシステムを構築し、地図

との連動機能や人口シミュレーション機能などを付加するとともに、地域づく

りに関する情報等を総合的に提供するポータルサイトを構築 

 

２ 目 的 

（１）地域住民の自覚・気付き 

○ 客観的データに基づき、地域住民が自らの地域の状況を把握・理解し、将

来の地域の姿（目標）を思い描くなど、「自覚」と「気付き」の契機とする 

（２）他地域情報の把握 

○ 自地域の課題解決の参考となる他地域の取組事例などの情報を把握する 

（３）ステップアップ 

○ その情報を共有し、地域運営の主役である地域住民と地域をサポートする

市町村と県が一緒になって地域づくりを進めていく 

○ また、地域間がつながり合い、刺激し合いながら地域の活性化に取り組む 

 

３ 主な機能 

（１）ポータルサイト機能  [図１] 

○ 各地区の取組み成果事例やイベントなどのニュース、広報誌、研修情報等

地域づくりに必要な情報を総合的に掲載 

（２）地図表示機能  [図２] 

○ 島根県統合型ＧＩＳ（マップｏｎしまね）に連動し、人口やくらしのデー

タを地図上で地区別に色分けして表示するなど、他の地区との比較を視覚化 

（３）人口シミュレーション機能  [図３] 

○ 過去５年間の人口動静による今後30年間の人口推移と、今の人口や高齢化

率を維持するために必要な定住組数を推測 

○ 地域自らが「必要定住組数」を自由に入力することによって、地域の姿が

どのように変わっていくのか、地域を維持するためにはどの程度の組数が必

要なのかをシミュレーションできる機能を付加 
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地域振興部しまね暮らし推進課 



４ 今後の展開 

他地域の情報も把握できる機能を活かし、地域住民や市町村の地域づくりにお

ける情報共有の一つのツールとして広く使っていただく 

さらに、より効果的に使っていただくため、以下を実施 

（１）普及・広報 

○ 県、市町村等の広報ツールによる普及や、中山間地域研究センター等で開

催する市町村、一般向けの研修会などで活用 

（２）各種データの拡充 

○ 現在のデータに加え、生活に関連するデータ（法令に基づく地域指定等）

やくらし・産業に関するデータ（地域内の雇用力に関するもの等）などの項

目の追加を検討し、順次拡充 

 



地区の取組み成果事例の紹介

地区で実施している地域づくりの様々
な取組みを紹介（分野検索）

図１
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くらしの各項目ごとの評価を地図
で表示し、県内の状況を視覚化

各拠点のデータも一覧で表示

地図表示機能（統合型ＧＩＳとの連動） 図２



人口シミュレーション機能

人口シミュレーションのExcelファ
イルをダウンロードし、自分たち
で推計することが可能

現在の子どもの数や高齢化率を
維持するために必要な定住組数
を推計

図３


